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これはエミリィの詩人論、ないしは詩論ともいえる作品です。
詩人から独立して生きる「詩」そのものを、詩人が火をともす
ランプの芯にたとえて、詩人が立ち去っても、その芯が「生命
の光」をもって燃えるならば、それぞれの時代がレンズとなっ
て、その輝きを周辺に広げると述べています。エミリィは、自
分が「小さき物」や「誰でもない人」であるという自己を強固
にすると同時に、自分が消えたあとも作品が時代というレンズ
をとおして周辺に投射されることを、詩人の仕事としていたよ
うです。
ということは、出版をあきらめ、自身亡きあとは燃やすよう
に言い残したはずの１８００点近くの作品が、時代というレン
ズをとおして静かに輝きを放っていることを心のどこかで予測
していたのではないでしょうか。
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The Poets light but Lampsー

(岩波文庫「対訳『ディキンソン詩集』」


